
 

 

◆つくば未来センターの概要 
つくば未来センターは3階建て延べ床面積2,272㎡。

設計から施工までの全てを自社で行い、新たな事業に

柔軟に対応できる可変空間や、どのフロアからもアクセ

ス可能な実験場「すぐやるヤード」の設置など、社員の

知恵とアイデアを集結させています。CASBEEの最高ラ

ンクの「Sランク」取得、公益財団法人日本デザイン振

興会「グッドデザイン賞」受賞しています。 
  

※CASBEE：建築物の環境性能を総合的に評価するシステム 

掲載表紙＆紙面：「つくば未来センター」の近未来的な外観とマッチしたレクサス初のEV「UX300e」 

2021年 7月 5日 

 
トヨタ自動車のレクサスオーナー会員情報誌の撮影協力を行いました 

 

日本国土開発株式会社（代表取締役社長：朝倉 健夫、東京都港区赤坂4-9-9）の研究開発拠点

「つくば未来センター」（茨城県つくば市）が、トヨタファイナンス株式会社が発行するレクサスカード会員

情報誌「moment」の撮影協力を行いました。 

 同誌は、レクサスオーナー向けに年4回発行されており、発行部数は7万部で、会員6万5,000人のほか、

レクサス販売店5,000店に配布されます。国内ドライブ特集、世界のホテルやレストランなどが毎号取り上

げられ、当社が撮影協力した「2021年夏号」は、レクサス初のEV（電気自動車）「UX300e」が特集され、

「つくば未来センター」の正面玄関などで撮影された同車の画像が表紙と特集記事を飾りました。 

当社が設計・施工し、2019年に開所した「つくば未来センター」は、EV充電スタンドも設置されており、

近未来的な外観がレクサス「UX300e」のイメージにマッチしたことから今回の撮影協力につながりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせ先 

日本国土開発株式会社 戦略本部戦略部 広報担当 電話：０３－５４１０－５６０１ 


